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署員の指導のもと、消火訓練も

こ
の
よ
う
な
審
議
・
経
過
を
経
て 

賛
成
多
数
で
平
成
26
年
度
予
算
を
可
決  

　修正の内容は、商工費のうち工業振興費を

１２５０万６０００円減額し、同額を予備費に増

額するものです。これは、寄居町エコタウン推

進活動事業補助金を削減することからです。

　補助金は、ＮＰＯ法人（仮称）寄居エコタ

ウンクリエイションに対するものですが、昨年

12月にＮＰＯ法人の設立総会が開催され、今

年３月末の県認可を目指して申請中の団体へ

の補助に修正動議がありました。

　その趣旨は、「予算審議の中では、ＮＰＯ法

人の活動目的など示されたが、まずＮＰＯ法人

に参加する会員が目的に沿った活動をしっかり

と行い、その実績が町民に根づいたものになっ

ていることを見きわめた上で、必要な予算措

置を考えるべきである。それこそが、寄居町

議員発議で
予算の修正案を提出！ を本当の意味でのエコタウンにしていく道筋で

はないか」というものです。

　議決は、減額の修正動議を賛成多数で可決

した後、修正部分以外の一般会計予算を賛成

多数で可決しました。

予算案の修正動議…会議規則にのっとり、議員定数の８分の１以上の発議者が連署した「修正案」を議長に提出する必要があります。
　　　　　　　　　今回の修正案は「議員による修正動議」として出されました。なお、修正案を出すタイミングは、予算に対する
　　　　　　　　　質疑が行われたあと、討論の前です。

工業振興費を減額して
同額を予備費へ

今
こ
そ
町
は
、
国
の
悪
政
の
防

波
堤
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役
割
を
果
た
す
と
き
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議
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国
は
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
を

進
め
る
た
め
の
財
源
を
消
費
税
増
税
分
で
充

当
す
る
と
言
っ
て
い
る
が
、
地
方
自
治
体
に

出
さ
れ
た
も
の
は
年
金
の
２・５
％
カ
ッ
ト
。

医
療
費
の
２
割
３
割
負
担
や
公
的
責
任
を
回

避
し
、
自
己
責
任
を
押
し
つ
け
る
な
ど
、
ど

の
分
野
を
見
て
も
悪
政
ば
か
り
。
そ
ん
な
中
、

３
歳
児
の
保
育
料
無
料
化
な
ど
の
町
独
自
の

施
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

積
極
的
な
政
策
展
開
の
大
型

予
算
編
成
を
評
価大

平
久
幸
議
員

町
長
の
政
策
骨
子
で
あ
る
「
寄
居

に
満
足
し
て
住
め
る
ま
ち
づ
く
り
」「
親
身

に
な
っ
て
応
援
・
協
力
」「
光
り
輝
く
、
観

光
・
ブ
ラ
ン
ド
タ
ウ
ン
の
充
実
」
を
最
重

点
施
策
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
後
期
計
画

の
５
本
の
柱「
魅
力
」「
安
心
」「
快
適
」「
活

力
」「
協
働
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
町
の

発
展
・
町
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
、
積
極
的

な
政
策
展
開
を
す
る
１
０
０
億
円
を
超
え

る
大
型
予
算
編
成
は
評
価
で
き
る
。

 

答 

弁  

男
衾
駅
東
西
自
由
通
路
及
び
駅
舎
整
備
事
業
約

14
億
円
、
男
衾
駅
東
口
通
り
線
延
長
約
60
メ
ー
ト
ル
と

東
口
広
場
及
び
男
衾
駅
西
口
通
り
線
延
長
約
60
メ
ー
ト

ル
と
西
口
広
場
整
備
で
約
５
億
円
、
明
神
川
改
修
工
事

約
２
億
３
０
０
０
万
円
、
そ
の
他
町
道
改
築
工
事
で
約

５
０
０
０
万
円
で
す
。

折■
土
木
費原
地
区
道
路
改
良
等

大
平
久
幸 

①
町
道
２
１
１
号
線
（
秋
山
地
内
ウ
ツ
ギ
瀬
）

及
び
町
道
２
１
４
号
線
（
立
原
地
内
折
原
小
学
校
東
側
）

の
道
路
改
良
工
事
の
内
容
、
町
道
８
６
５
７
号
線
（
立

原
地
内
）
の
舗
装
工
事
の
内
容　

②
河
川
改
修
工
事
で

は
、
県
に
要
望
し
て
い
る
坂
東
沢
川
の
護
岸
補
修
の

予
定　

③
平
倉
の
町
営
住
宅
に
つ
い
て
今
後
の
対
応

と
現
入
居
数
、
こ
の
３
点
を
伺
い
ま
す
。

 

答 

弁  

①
２
１
１
号
線
は
北
側
の
擁
壁
工
事
を
行
い
、

２
１
４
号
線
は
側
溝
整
備
と
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
埋
設

を
し
ま
す
。
ま
た
、
舗
装
工
事
は
土
地
改
良
区
内
の
未
舗

装
部
分
を
舗
装
し
ま
す　

②
県
に
要
望
し
て
あ
り
ま
す

が
、
再
度
申
し
入
れ
て
い
き
た
い　

③
町
営
住
宅
は
長
寿

命
化
計
画
を
検
討
中
で
、
こ
の
中
で
建
て
替
え
を
含
め
検

討
さ
れ
ま
す
。
現
在
、
34
棟
中
27
棟
に
入
居
し
て
い
ま
す
。

防■
消
防
費火
水
槽
設
置

原
口　

昇

防
火
水
槽
設
置
等
の
工
事
予
算
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。
既
存
の
防
火
水
槽
で
設
置
年
数
が
数
十
年

と
古
い
も
の
で
す
が
、
地
権
者
が
設
置
に
当
た
り
敷
地

を
無
償
提
供
し
た
の
か
、
ま
た
防
火
水
槽
用
地
が
固
定

資
産
税
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。
あ
わ

せ
て
、
地
権
者
の
要
望
が
あ
れ
ば
移
設
等
を
考
え
ら
れ

る
の
か
伺
い
ま
す
。

 

答 

弁  

設
置
に
つ
い
て
は
、
地
権
者
の
ご
協
力
で
無
償
提
供

い
た
だ
い
て
お
り
、
固
定
資
産
税
は
免
除
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
権
者
の
希
望
が
あ
れ
ば
、
移
設
・
建
て
替
え
を
検
討
し

ま
す
。

女■
消
防
費性

消
防
サ
ポ
ー
タ
ー

岡
本
安
明 

女
性
消
防
サ
ポ
ー
タ
ー
の
目
的
と
、
メ
ン
バ
ー

は
何
人
で
、
ど
ん
な

活
動
を
し
て
い
ま
す

か
。
ま
た
、
若
者
の

減
少
や
勤
め
で
地
元

に
い
な
い
等
が
あ
り

ま
す
が
、
地
元
に
い

る
元
気
な
年
配
者
で

シ
ル
バ
ー
消
防
団
を

組
織
し
た
ら
ど
う
か

伺
い
ま
す
。

 

答 

弁  

13
名
の
女
性

サ
ポ
ー
タ
ー
が
、
火

災
予
防
に
関
す
る
広
報
や
防
災
講
話
、
消
防
団
や
自

主
防
災
組
織
等
と
の
連
携
を
図
る
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
シ
ル
バ
ー
パ
ワ
ー
の
活
用
は
意
義
あ
る
も
の
と

考
え
ま
す
が
、
体
力
面
な
ど
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
自
主
防
災
組
織
に
参
加
い
た
だ
き
、
地

域
に
お
け
る
消
防
・
防
災
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

準要
保
護

要
保
護 

援
助
費
補
助
金

田
母
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経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
な
児

童
ま
た
は
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
町
と
国
が

援
助
す
る
要
保
護
及
び
準
要
保
護
援
助
費
補
助

金
が
、
小
学
校
費
で
は
１
０
８
２
万
７
０
０
０

円
、
中
学
校
費
で
は
１
１
６
９
万
４
０
０
０
円

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
対
象
者
数
と
全
児
童
・

生
徒
に
対
す
る
割
合
、
ま
た
、
今
後
の
状
況
を

伺
い
ま
す
。

 

答 

弁  

小
学
校
で
は
１
６
８
人
分
、
中
学
校
で
１
１
２

人
分
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
受
給
者
の
割
合
は
、
１

月
１
日
現
在
で
12
・
05
％
。
近
年
は
経
済
状
況
等
の

悪
化
に
よ
り
、
受
給
者
は
増
加
傾
向
で
す
。

■
教
育
費

26年度予算と町の考え議員が聞いた


